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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
マウス骨髄性白血病細胞の培養株Mlは,マウス胎児セソイ芽細胞の培養上清中に生産されるたんばく
性因子と接触すると,好中球またはマクロファージに分化し,増殖能を失う(市川 etalリ1969)｡この分
化を促進する因子はマウスのほかネズミ,ヒト,ウシ,ニワトリなどの細胞からも (継代数の若い間)坐
産されるが,株化された細胞からは,マウス由来でも生産されない｡しかし,この分化促進因子を生産し
ない株化細胞からほ,白血病細胞の増殖を促進する因子が生産される｡
一方,M1細胞は特に分化促進因子を添加しなくても,まれにはマクロファージに分化することが観察
された｡この自然に分化したマクロファージ様細胞の分離に成功し,その株細胞が得られた｡この細胞は
正常のマクロファージとは多少異なる点はあるが,マウスに移植しても造陸揚性の著明な低下がみ られ
た.このことからも,悪性腫蕩細胞が周囲の環境条件の影響をうけて,正常細胞と同じ またはそれにち
かい分化形質を発現することのあることがわかる｡
本研究はマウス骨髄性白血球細胞の分化促進因子の各種動物細胞における生産状況をしらべ,あわせて
腫癌細胞が稀には自然に正常分化することもたしかめた｡これは,癌細胞の増殖と分化にかんし,基礎生
物学的にも,臨床医学的にも重要な知見と判断する｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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